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要 約 

 

 トリアジン系除草剤である「アメトリン」（IUPAC：N2-エチル-N4-イソプロピル-6-
メチルチオ-1,3,5-トリアジン-2,4-ジアミン）について、各種評価書（米国及び豪州の
評価書）を用いて食品健康影響評価を実施した。 
評価書における試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体

内運命（トウモロコシ、サトウキビ及びバナナ）、土壌中運命、急性毒性（ラット及

びウサギ）、亜急性毒性（ラット及びウサギ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性/発がん性
併合（ラット）、発がん性（マウス）、2 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及び
ウサギ）、遺伝毒性試験等である。 
 試験結果から、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。

発がん性試験において、ラットで精巣間細胞腫等の増加が認められたが、本剤に遺伝

毒性は認められず、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難いことから、本剤の評

価に当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 
各試験の無毒性量の最小値は、イヌを用いた 1年間慢性毒性試験の 7.2 mg/kg体重

/日であったので、これを根拠として、安全係数 100で除した 0.072 mg/kg体重/日を
一日摂取許容量（ADI）とした。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

除草剤 
 

２．有効成分の一般名 

和名：アメトリン 
英名：ametryn（ISO名） 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：N2 -エチル-N4 -イソプロピル-6-メチルチオ-1,3,5-トリアジン-2,4-ジアミン 
英名：N2 -ethyl-N4 -isopropyl-6-methylthio-1,3,5-triazine-2,4-diamine 

 
CAS(No.834-12-8) 
和名：N-エチル-N’-(1-メチルエチル)-6-(メチルチオ)-1,3,5-トリアジン-2,4-ジアミン  
英名：N-ethyl-N’-(1-methylethyl)-6-(methylthio)-1,3,5-triazine-2,4-diamine 

 

４．分子式                                         

C9H17N5S                      
 

５．分子量 

227.35 
 

６．構造式 

 
 

７．開発の経緯 

  アメトリンは、Ciba Geigy社（現 Syngenta AG社）により開発されたトリアジン系除
草剤であり、1964年アメリカで最初にサトウキビへの使用が登録された。現在ではサトウ
キビの他、トウモロコシ、パイナップルに使用されている。 

  日本では現在農薬として登録されていない（2005 年に失効）。ポジティブリスト制度導
入に伴う残留基準値が設定されている。 
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Ⅱ．毒性等に関する科学的知見 

米国 EPA 評価書(2004 年、2005 年）及び豪州 APVMA 評価書（1966～2003 年）を基
に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。（参照 3～6） 
 

各種運命試験（Ⅱ.1～2）は、アメトリンのトリアジン環の炭素を 14Cで標識したもの（14C-
アメトリン）を用いて実施された。代謝物/分解物略称及び検査値等略称は別紙 1及び 2に
示されている。 

 

１．動物体内運命試験 

（１）哺乳類における薬物動態（ラット） 

14C-アメトリンまたは非標識アメトリンを SDラット（一群雌雄各 5匹）に単回経口投
与（0.5または 200 mg/kg体重）、反復経口投与（0.5 mg/kg体重/日で 14日間反復経口
投与）または単回静脈内投与（0.5 mg/kg 体重）し、ラットにおける動物体内運命試験
が実施された。 
単回または反復経口投与後、アメトリンは速やかに吸収された。アメトリンは広く分

布し、全ての組織、臓器中で検出されたが、残留量は総投与放射能（TAR）の 1%未満で
あった。肝で残留量が最大であった（0.312 %TAR）。高用量投与群では各組織の残留量
は 1.02～2.04 %TARであり、血液、脾、腎、肝に残留が多かった。 
アメトリンは投与後 7 日間で 89 ％TAR 以上が排泄され（そのほとんどは 48 時間以
内に排泄され）、尿中には 50～61 %TAR、糞中には 30～42 %TAR排泄された。尿中に
は 35～36種類の代謝物（ほとんどが有極性化合物で、抱合体及び非抱合体が存在した）
が検出され、うち 13 種類が同定された。主要な代謝物はアメトリンの N-脱アルキル体
及びグルタチオン抱合体であった。 
用量、投与法（単回、反復、単回静脈内）、性別によって薬物動態パラメーターに違い

は見られなかった。（参照 4、6） 
 
（２）畜産動物における薬物動態 

① ヤギ 

ヤギ（雌二匹）に 14C-アメトリンを 3日間混餌（50 ppm）投与し、ヤギにおける動
物体内運命試験が実施された。乳汁中の残留放射能の最大値は投与 2日後の 0.686及
び 1.28 µg/g であった。と殺時、残留放射能は肝、腎、筋肉、脂肪においてそれぞれ
2.71～2.89 µg/g、3.0～3.05 µg/g、0.092～0.137 µg/g、0.084～0.088 µg/g であった。 
ヤギの組織及び乳汁中の主な化合物はアメトリン、代謝物 CG-3、CG-2 であった。

アメトリンは脂肪で総残留放射能（TRR）の 40 %、筋肉で 9.7 %TRR、肝、腎、乳汁
で 0.2～2.3 %TRR、代謝物 CG-3は脂肪で 20.8 %TRR、筋肉で 11.5 %TRR、肝、腎、
乳汁で1.9～2.4 %TRR、代謝物CG-2は筋で13.5 %TRR、乳汁及び腎で7.0～9.6 %TRR、
肝及び脂肪で 3.3～4.7 %TRR、代謝物 CG-4は乳汁及び全組織で 0.9～4.6 %TRR存在
した。アメトリン及びこの 3種類の代謝物を併せた残留量は乳汁で 16.4 %TRR、肝で
9.1 %TRR、腎で 12.5 %TRR、筋で 37.1 %TRR、脂肪で 71.2 %TRRであった。これ
らの化合物の合計残留濃度は 0.03（筋）～0.37 µg/g（腎）であった。他にトリアジン
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環を有する代謝物が乳汁及び組織で 0.3～9.8 %TRR検出された。 
家畜（ヤギ）における代謝はイソプロピル基及びエチル基の N-脱アルキル化及び 6

位の修飾、それに続く抱合化であり、トリアジン環構造は変化しないと考えられた。

（参照 4） 
 

② ニワトリ 

ニワトリ（一群雌 10羽）に 14C-アメトリンを 3日間混餌（50 ppm）投与し、ニワ
トリにおける動物体内運命試験が実施された。卵中の残留放射能の最大値は投与 3 日
目の卵白で 0.099 µg/g、卵黄で 0.268 µg/gであった。と殺時の残留放射能は肝、筋、
皮膚、脂肪でそれぞれ 4.98 µg/g、0.379～0.558 µg/g、0.618 µg/g、0.240 µg/gであっ
た。アメトリンは脂肪で 40 %TRR、皮膚、卵黄、筋肉で 0.3～2.7 %TRR存在し、代
謝物 CG-2は卵白で 52 %TRR、卵黄で 10.4 %TRR、筋肉で 5.7～8.7 %TRR、脂肪及
び肝で 1.2～1.6 %TRR であった。アメトリンと 3 種類の代謝物（CG-2、CG-3 及び
CG-4）を合わせた残留量は卵白で 63.7 ％TRR、卵黄で 14.3 %TRR、筋で 14～
24 %TRR、脂肪で 51.7 %TRR、肝で 7.4 %TRRであった。残留濃度は 0.03（卵黄）
～0.42（肝）µg/gであった。（参照 4） 

 

２．植物体内運命試験 

14C-アメトリンを用い、トウモロコシ、サトウキビ及びバナナにおける植物体内運命試
験が実施された。 

トウモロコシ（温室栽培、品種不明）に 14C-アメトリンを 4480 g ai/haの用量で発芽後
（30～46 cm成長期）株元に散布した。散布 56日後の茎葉中の残留放射能は 2.47 mg/kg
であり、散布 111日後の成熟期には茎葉で 4.56 mg/kg、穀粒で 0.16 mg/kgであった。成
熟時の、茎葉の有機溶剤抽出残留化合物はアメトリン（1.8 %TRR）、CG-3（0.2 %TRR）
であった。成熟組織では、残留放射能の多くは多数の水溶性化合物及び不溶性残渣にあっ

た。水溶性化合物は茎と葉では 14種類、それぞれ 0.7～12.7 %TRR存在したがそのほとん
どが 10 %TRR以下であった。 
サトウキビ（温室栽培、品種不明）に 14C-アメトリンを 8970 g ai/haの用量で発芽前に、

4480 g ai/haの用量で定植後 29日及び 50日に根元散布した。最初の散布から 29日及び
50日後に収穫した茎葉の残留放射能はそれぞれ 0.12及び 1.57 mg/kgであった。茎及び葉
を分けた試料中では散布 84日後でそれぞれ 0.40及び 2.17 mg/kg、散布 202日後で 0.42
及び 3.06 mg/kg であった。成熟組織には 14 種類の代謝物が存在したが、葉で 1 成分が
12.6 %TRR存在した他はすべて 10 %TRR未満であった。 
バナナ（温室栽培、品種不明）に、1.07 mの高さに達した時から始めて 112または 120

日間隔で 14C-アメトリンを 3回土壌に直接散布した（散布量不明）。残留放射能は 2回目の
散布から 31日後の未成熟葉で 0.579 mg/kg、2回目の散布 69日後（成熟期）の葉で 1.59 
mg/kgであった。成熟果実中の残留放射能は 0.087 mg/kgであり、葉よりは低かったが、
果皮（0.098 mg/kg）及び果肉（0.076 mg/kg）にほぼ同程度分布していた。葉及び果実か
らはアメトリンを含め、全部で 10種類のトリアジン環を有する化合物が同定された。 
植物においてアメトリンは広範に代謝され、最初に N-脱アルキル化及び脱硫酸化（酸化
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及び水酸化）によってトリアジン環を有する多様な代謝物が生じたが、それぞれの化合物

は可食部で 10 %TRR 未満であった。従って、アメトリンのみを暴露評価の対象化合物と
すべきと考えられた。（参照 4） 
 

３．土壌中運命試験 

（１）土壌中運命試験 

好気的土壌中におけるアメトリンの半減期は 9.6～38 日であった。アメトリンは加水
分解に対しては安定であり、揮発性も低いため、土壌表面からの揮発による消失分は少

ないと考えられた。土壌中に分解物として CG-3、CG-4及び 2種のアメトリン酸化物が
存在した。アメトリン酸化物から環境中の条件によって酸化還元反応が起こると再びア

メトリンが生成されると考えられた。（参照 3） 
 

（２）土壌吸着試験 

土壌吸着試験により、アメトリンの壌土、砂壌土及び砂土における吸着係数 Kdは 1.07
～1.21、粘土における吸着係数 Kdは 26.2であり、粘土以外の土壌では水系に流出しや
すいことが示された。（参照 4） 

 

４．水中運命試験 

水中運命試験については、評価に用いた資料には記載がなかったことから評価を行って

いない。 

 

５．土壌残留試験 

土壌残留試験については、評価に用いた資料には記載がなかったことから評価を行って

いない。 

 

６．作物残留試験 

国内における作物残留試験成績は提出されていない。 

 

７．一般薬理試験 

一般薬理試験については、評価に用いた資料には記載がなかったことから評価を行って

いない。 

 

８．急性毒性試験 

アメトリンのラットを用いた急性経口毒性試験及び急性吸入毒性試験、ウサギを用いた

急性経皮毒性試験が実施された。各試験の結果は表 1に示されている。（参照 3、4、6） 
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表 1 急性毒性試験結果概要 
LD50（mg/kg 体重） 

投与経路 動物種 
雄 雌 

1360 1010 
経口 ラット 

673 
経皮 ウサギ >2020 

LC50（mg/L）* 
① >5.03 吸入 ラット 
② 0.465 

*：吸入毒性試験の①はエアロゾルを使用、②は剤型不明 
 

９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

アメトリンは、ウサギを用いた眼及び皮膚刺激性試験において米国 EPAでは陰性と判断
されたが豪州 APVMAでは軽度の刺激性ありと判断された。モルモットを用いた皮膚感作
性試験では米国 EPA では陰性と判断されたが豪州 APVMA では軽度の皮膚感作性ありと
判断された。いずれにしても、アメトリンは日本での農薬登録がなく、国内での使用が想

定されないことから、食品安全委員会はアメトリンの接触によるリスクを重要とは考えな

かった。（参照 3、4、6） 
 

１０．亜急性毒性試験 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

SDラット（一群雌雄 10匹）を用いた混餌（原体：0、25、100、500及び 2000 ppm）
投与による 90日間亜急性毒性試験が実施された。また回復群（一群雌雄各 10匹、0及
び 2000 ppm混餌投与）を設け、90日間投与後、4週間観察した。 

2000 ppm投与群の雌雄で RBCの減少、Hbの低下が、同群雄で飲水量の増加、脾臓
へのヘモジデリン沈着が見られた。500 ppm以上投与群の雌雄で PTの延長が、同群雌
で Ht低下、ALP上昇が見られた。 
本試験において、500 ppm以上投与群の雌雄で PTの延長等が認められたので、無毒
性量は雌雄とも 100 ppm（雄：7.4 mg/kg体重/日、雌：7.6 mg/kg体重/日）であると考
えられた。（参照 4） 
 

（２）21 日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ） 

NZWウサギ（一群雌雄各 5匹）を用いた経皮（原体：0、10、100及び 1000 mg/kg
体重/日、一日 6時間、21～24日間）投与による 21日間亜急性経皮毒性試験が実施され
た。 

1000 mg/kg 体重/日投与群の雌雄で見られた体重増加抑制、摂餌効率低下は検体投与
の影響と考えられた。雄の T.Chol及び TGの変化からアメトリンの肝への影響が示唆さ
れた。また臓器重量の変化から、脾臓、心臓、前立腺、精巣への影響も示唆されたが、

これらの臓器に肉眼的病理所見は見られなかった。 



 - 11 -

本試験において、1000 mg/kg 体重/日投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたの
で、無毒性量は雌雄とも 100 mg/kg体重/日であると考えられた。皮膚への影響は見られ
なかった。（参照 4、6） 
 

１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）１年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 6～8匹）を用いた混餌（原体：0、20、200、2000、4000/2500
及び 8000/6000/3000 ppm）投与による 1年間慢性毒性試験が実施された。4000 ppm投
与群及び 8000 ppm投与群では体重増加抑制が見られたため、4000 ppm投与群は試験
開始 29週後に投与量を 2500 ppmに、8000 ppm投与群は試験開始 4週後に 6000 ppm、
8週後に 3000 ppmに変更した。 

2500 ppm 以上投与群で臨床症状として運動失調、痙攣、蒼白、振戦等が見られたほ

か、雌雄とも低体重、体重増加抑制、摂餌量減少が見られた。2000 ppm 以上投与群で

は貧血、AST、ALT、ALP 及び GGT の上昇が見られ、また病理組織学的検査において
肉芽腫性肝炎、化膿性肝炎、リンパ球性肝炎、単細胞壊死、色素沈着、空胞変性、胆管

増生及び壊死、リンパ組織、精巣、唾液腺の萎縮等の変化が見られた。試験終了後 4 週
間の回復期間中の変化から、これらの病変は回復可能であることが示唆された。 
本試験において、2000 ppm以上投与群の雌雄で AST、ALT、ALP及び GGTの上昇

等が認められたので、無毒性量は雌雄とも 200 ppm（雄：7.2 mg/kg体重/日、雌：8.1 mg/kg
体重/日）であると考えられた。（参照 3、4、6） 

 
（２）２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

SDラット（一群雌雄各 70匹、52週と殺群一群雌雄各 10匹）を用いた混餌（原体：
0、50、500 及び 5000/4000/2000 ppm）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験
が実施された。5000 ppm 投与群は体重増加抑制が見られたので投与量を試験開始 141
日後に 4000 ppm、239日後に 2000 ppmに変更した。対照群及び最高用量群のうち雌
雄 10匹を、試験終了後 4週間対照飼料を与え、回復群とした。 

5000/4000/2000 ppm 投与群の雌雄で生存率の上昇、摂餌効率の低下、肝細胞過形成
が見られた。同群雄では腎盂石灰化/結石、下垂体過形成、精巣間細胞過形成が、雌では
変異肝細胞巣が見られた。腫瘍性病変として、同群の雄で精巣間細胞腫、精巣上体中皮

腫及び甲状腺ろ胞細胞腫瘍、同群雌で肝細胞腺腫及び乳腺腺癌の増加が認められた。 
本試験において、5000/4000/2000 ppm 投与群の雌雄で摂餌効率の低下等が認められ

たので、無毒性量は雌雄とも 500 ppm（雄：21 mg/kg体重/日、雌：26 mg/kg体重/日）
であると考えられた。（参照 3、4） 
 

（３）２年間発がん性試験（マウス） 

ICRマウス（一群雌雄各 60匹）を用いた混餌（原体：0、10、1000及び 2000 ppm）
投与による 2年間発がん性試験が実施された。 
本試験において、投与に関連した所見及び腫瘍性病変の増加は見られなかったので、

無毒性量は雌雄とも 2000 ppm（雌雄：300 mg/kg体重/日）と考えられた。なお、用量
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を設定するために行ったマウスを用いた 28日間混餌投与試験において、1000及び 2000 
ppm投与群の雌雄で体重増加抑制が見られたことから、本試験における用量設定は適切
であると判断された。発がん性は認められなかった。（参照 4～6） 
 

１２．生殖発生毒性試験 

（１）２世代繁殖試験（ラット） 

SDラット（一群雌雄各 30匹）を用いた混餌（原体：0、20、200及び 2000 ppm）投
与による 2世代繁殖試験が実施された。 
親動物では 2000 ppm投与群の各世代雌雄で低体重、体重増加抑制及び摂餌量減少が

見られた。P 世代雌雄では摂餌効率が減少したが、F1世代雌雄では摂餌効率はわずかに

上昇した。児動物では 2000 ppm投与群の各世代雌雄で低体重及び体重増加抑制が見ら
れた。特に F1の児動物（F2世代）で体重の減少が大きかった。 
本試験の無毒性量は、親動物及び児動物とも 200 ppm（P 雄：14 mg/kg体重/日、P

雌：26 mg/kg体重/日、F1雄：13 mg/kg体重/日、F1雌：14 mg/kg体重/日）であると考
えられた1。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照 4） 

 
（２）発生毒性試験（ラット）① 

SDラット（一群雌 24匹）の妊娠 6～15日に強制経口（原体：0、5、50及び 250 mg/kg
体重/日）投与し、発生毒性試験が実施された。ラットは妊娠 20日目にと殺した。 
母動物では 250 mg/kg体重/日投与群で活動性の低下、死亡率の上昇、摂餌量減少、低

体重及び体重増加抑制が見られた。 
胎児では投与に関連した影響は見られなかった。 
本試験の無毒性量は、母動物で 50 mg/kg体重/日、胎児で 250 mg/kg体重/日であると

考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 4、6） 
 

（３）発生毒性試験（ラット）② 

SDラット（一群雌 25匹）の妊娠 6～15日に強制経口（原体：0、15、75、150及び
270 mg/kg体重/日）投与し、発生毒性試験が実施された。ラットは妊娠 21日目にと殺
した。 
母動物では、270 mg/kg体重/日投与群では行動の変化及び投与に関連した死亡が見ら

れた。150 mg/kg体重/日以上投与群で摂餌量及び体重が減少した。75 mg/kg体重/日以
上投与群で着床部位に出血性変性が見られた。 
胎児では 150 mg/kg体重/日投与群で低体重及び骨化遅延が見られた。 
本試験の無毒性量は母動物で 15 mg/kg体重/日、胎児で 75 mg/kg体重/日であると考

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 6） 
 

 

                                                 
1 P世代 200 ppm投与群雌に誤って 2000 ppm投与群用の飼料を 7日間給餌したため、P雌の平均検
体摂取量が多くなっている。 
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（４）発生毒性試験（ウサギ） 

NZWウサギ（一群雌 19匹）の妊娠 7～19日に強制経口（原体：0、1、10及び 60 mg/kg
体重/日）投与し、発生毒性試験が実施された。ウサギは妊娠 29日目にと殺した。 
母動物では 60 mg/kg体重/日投与群で体重及び摂餌量の減少、肝の絶対及び比重量2の

増加が見られた。 
胎児では投与に関連した影響は見られなかった。 
本試験の無毒性量は、母動物で 10 mg/kg体重/日、胎児で 60 mg/kg体重/日であると

考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 4、6） 
 

１３．遺伝毒性試験 

アメトリンの細菌を用いた復帰突然変異試験、ラット肝細胞を用いた不定期 DNA 合
成試験及びマウス骨髄細胞を用いた小核試験が実施された。結果は表 2に示されている。
いずれの試験結果も陰性であり、アメトリンに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照

4～6） 
 

表 2 遺伝毒性試験概要 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 
in vitro 復帰突然変異

試験 
S. typhimurium 
TA98,TA100,TA1535,
TA1537株  

0,20,80,320,1280,5120  
µg/mL 

 
陰性 

不定期 DNA
合成試験 

ラット肝細胞 ①0.41～100 µg/mL 
②0.137～33.3 µg/mL 

陰性 
in vivo 

小核試験 マウス骨髄細胞 ①800 mg/kg体重 
処理時間：16,24,48時間 

②200,400,800 mg/kg体重 
処理時間：24時間 

陰性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
2 体重比重量を比重量という。 
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Ⅲ．総合評価 

参照に挙げた資料を用いて、農薬「アメトリン」の食品健康影響評価を実施した。 
動物体内運命試験において、アメトリンは動物体内で速やかに吸収、代謝、排泄され、

主要排泄経路は尿中であった。主要な代謝物は CG-2、CG-3、CG-4であった。 
植物体内運命試験において、アメトリンは広範に代謝され、主要な代謝物は CG-3 であ

った。 
各種毒性試験結果から、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかっ

た。発がん性試験において、ラットで精巣間細胞腫等の増加が認められたが、本剤に遺伝

毒性は認められず、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難いことから、本剤の評価に

当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 
各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をアメトリン（親化合物のみ）と設定

した。 
評価に用いた評価書に記載されている各試験の無毒性量等は表 3に示されている。 
食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がイヌを用いた 1年間慢性毒性試験の 7.2 

mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として安全係数 100 で除した 0.072 mg/kg
体重/日を一日摂取許容量（ADI）とした。 

 
ADI 0.072 mg/kg体重/日 
（ADI設定根拠資料） 慢性毒性試験 
（動物種） イヌ 
（期間） 1年間 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 7.2 mg/kg体重/日 
（安全係数） 100 

 
暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認すること

とする。 
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表 3 各試験における無毒性量等 

無毒性量(mg/kg 体重/日)１） 
動物種 試験 

投与量 
(mg/kg体重/日) 米国 豪州 

食品安全委員会 
農薬専門調査会 

0, 25, 100, 500, 2000 
ppm 

90日間 
亜急性 
毒性試験 雄：0, 1.9, 7.4, 36.1, 146

雌：0, 2.0, 7.6, 36.2, 140

雄：7.4 
雌：7.6 
 
体重増加抑制、PT
の延長等 

 雄：7.4 
雌：7.6 
 
PTの延長等 

0, 50, 500, 
5000/4000/2000 ppm 

2年間 
慢性毒性

/発がん
性併合 
試験 

雄：0, 2, 21, 145 
雌：0, 2.5, 26, 176 

雄：2 
雌：2.5 
 
体重増加抑制等 
（雄で精巣間細胞

腫等、雌で肝細胞

腺腫等の増加） 

2.2 
 
 
貧血、肝障害等 
（腫瘍の増加） 
 

雄：21 
雌：26 

 
摂餌効率の低下等

（雄で精巣間細胞

腫等、雌で肝細胞

腺腫等の増加） 
0, 20, 200, 2000 ppm 2世代 

繁殖試験 P雄：0, 1.4, 14, 132 
P雌：0, 1.5, 26, 134 
F1雄：0, 1.3, 13, 131 
F1雌：0, 1.4, 14, 138 

親動物及び児動物

P雄：14 
P雌：26 
F1雄：13 
F1雌：14 
 
体重増加抑制等 
（繁殖能に対する

影響は認められな

い） 

2 
 
 
 
 
摂餌量及び体重増

加の一時的変化 
（繁殖能に対する

影響は認められな

い） 

親動物及び児動物

P雄：14 
P雌：26 
F1雄：13 
F1雌：14 
 
体重増加抑制等 
（繁殖能に対す

る影響は認めら

れない） 
発生毒性 
試験① 

0, 5, 50, 250 母動物：5 
胎 児：250 

母動物：眼瞼下垂、

流涎の増加 
胎 児：影響なし

（催奇形性は認め

られない） 

5 
 
 
母動物：眼瞼下垂

等 
（催奇形性は認め

られない） 

母動物：50 
胎 児：250 
 
母動物：活動性の低

下等 
胎 児：影響なし

(催奇形性は認め
られない) 

ラット 

発生毒性

試験② 
0, 15, 75, 150, 270  15 

 
 
母動物：着床部位

出血性変性 
胎 児：低体重、

骨化遅延 
（催奇形性は認め

られない） 

母動物：15 
胎児：75 
 
母動物：着床部位

出血性変性 
胎 児：低体重、

骨化遅延 
（催奇形性は認め

られない） 
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無毒性量(mg/kg 体重/日)１） 
動物種 試験 

投与量 
(mg/kg体重/日) 米国 豪州 

食品安全委員会 
農薬専門調査会 

0, 10, 1000, 2000 ppm マウス 2年間 
発がん性 
試験 雌雄：0, 1.5, 150, 300 

雌雄：300 
 
毒性所見無し 
（発がん性は認め

られない） 

300 
 
毒性影響なし 
（発がん性は認め

られない） 

雌雄：300 
 
毒性所見無し 
（発がん性は認め

られない） 
ウサギ 発生毒性 

試験 
0, 1, 10, 60 母動物：10 

胎 児：60 
 
母動物：体重減少

等 
胎 児：影響なし

 (催奇形性は認め
られない) 

母動物：10 
 
 
母動物：体重減少

等 
 (催奇形性は認め
られない) 

母動物：10 
胎 児：60 
 
母動物：体重減少等

胎 児：影響なし

 (催奇形性は認め
られない) 

0, 20, 200, 2000, 
4000/2500, 
8000/6000/3000 ppm 

イヌ 1年間 
慢性毒性 
試験 

雄：0,0.71,7.2,70,103,83
雌：0,0.84,8.1,74,112,92

雄：7.2 
雌：8.1 
 
AST,ALT上昇等 

8 
 
 
貧血、肝変性性病

変等 

雄：7.2 
雌：8.1 
 
AST,ALT上昇等 

ADI（cRfD） 
NOAEL：7.2 
UF：100 
cRfD：0.072 

NOAEL：2 
SF：100 
ADI：0.02 

NOAEL：7.2 
SF：100 
ADI：0.072 

ADI（cRfD）設定根拠資料 
イヌ 1 年間慢性毒

性試験 

ラット 2 世代繁殖
試験 

イヌ 1 年間慢性毒

性試験 
／：試験記載なし 

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 UF：不確実係数 ADI：一日摂取許容量 cRfD：慢性参照用量 
１）無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。 
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＜別紙 1：代謝物/分解物略称＞  
略称 名称、化学名 
CG-2 2,4-diamino-6-methylthio-s-triazine 

CG-3 
N-De-ethyl-ametryn： 
2-amino-4-isopropylamino-6-methylthio-s-triazine 

CG-4 
N-De-propyl-ametryn： 
4-amino-2-ethylamino-6-methylthio-s-triazine 
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＜別紙 2：検査値等略称＞ 
略称 名称 
ALP アルカリホスファターゼ 

ALT アラニンアミノトランスフェラーゼ 
（=グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）） 

AST アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
（=グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）） 

GGT γ-グルタミルトランスフェラーゼ 
（=γ−グルタミルトランスペプチダーゼ（γ-GTP）） 

Hb ヘモグロビン（血色素量） 
Ht ヘマトクリット値 

LC50 50%致死濃度 
LD50 50%致死量 
PT プロトロンビン時間 

RBC 赤血球数 
TAR 総投与（処理）放射能 

T.Chol 総コレステロール 
TG トリグリセリド 

TRR 総残留放射能 
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